
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県内大学の連携促進 
・相互連携により社会の変化に対応した教育・
研究活動の充実を促進 

方策３ 

県
内
大
学
収
容
力 

三
つ
の
伸
び
し
ろ 

長 野 県 高 等 教 育 振 興 基 本 方 針(平成 28年５月策定) 
 

県外大学との交流の促進 
➣県外大学の知の活用に向けて調整 
➣教育・研究のフィールドワークの場の提供 
➣県内大学との単位互換の促進 

産学官の連携促進 
・人材育成の充実 
・産学官が連携した研究・開発の促進 
➣産学官協働人財育成円卓会議 
➣信州産学官ひとづくりコンソーシアム 

等との連携の充実 

高 等 教 育 振 興 の た め の 基 本 的 方 策 

大学改革を積極支援 
・改革・魅力向上に取り組む県内大学を支援 
➣各大学の改革の方向性に沿ってオーダーメイドの支援 
◊学部・学科の再編等による教育の向上 
◊カリキュラムの充実等 

専門学校の機能強化を支援 
・実践的な職業教育を行う機関としての役割強化を促進 

◊「職業実践専門課程」の認定拡大 
◊実践的な職業教育を行う新たな高等教育機関設置の支援の検討 

県内高等教育機関 
の魅力の発信 

長野県で｢暮らす｣｢働く｣魅力発信  
→長野県の良さを併せて発信 

～信 州 創 生 を 担 う 高 等 教 育 の 振 興 に 向 け て～ 

長野県の高等教育の課題 
① 大学進学者の県外流出率が高い 

流出率 83.9％（全国６位）H29.8月現在 
② 大学の収容力が全国最低水準 

収容力 17.0％（全国45位）H29.8月現在 
③ 私立高等教育機関の定員割れが顕著 

〈入学定員充足率H29.5月現在〉 
   ・私立大学     102.7％ 

       ・私立短期大学 85.0％ 
 ・私立専門学校 55.1％ 

大学・学部・大学院の新設支援 
・既存の県内大学にない学部や大学院の設置を支援 

◊大都市圏から 学生を呼べるような特色づくり(全国トップレベルの教育・研究等) 
◊地域づくりへの貢献、地域への人口定着・交流人口の増加 
◊高い活用力、応用力を持った産業人材の育成 

ア 知識基盤社会への移行と長野県の競争力の確保 
・新しい知識・情報・技術が飛躍的に重要性を増す社会 
・高等教育機関が先進技術に係る研究開発と人材の育成を行うとと
もに｢マイスター｣と呼ばれる優れた技術者の養成にも寄与 

イ 人口減少社会への対応 
経験したことのない少子・高齢化の中での 
・長野県での学び、働く場の創造 
・労働生産性の向上 
・安心して暮らせる地域への転換 等 

信
州
創
生 

方策１ 

方策２ 

大学進学率 H29.8月現在 
長野県42.2%(全国31位)＜全国52.6% 

➔今後更に上昇する見込み 

県外流出率H29.8月現在 
長野県83.9%(全国6位)＞全国 54.2% 

➔一部を留めれば県内進学者増へ 

県内高校生の進学希望地域 
県内への進学希望 25.6%＞現状16.1% 
➔県内大学の選択肢が増えれば県内進学者増へ 

大学進学者増と 
少子化・18歳人口 
減少との整合性 

少子化の中で積極的な高等教育振興を図る 

産学官連携 

方策４ 

✧人材育成の充実 
✧知の拠点機能の向上 

県内進学者拡大➔人材定着 

高
等
教
育
機
関
は
不
可
欠 

新たな県立 
４年制大学の設置 

《策定の趣旨》 

※｢長野県人口定着・確かな 
暮らし実現総合戦略｣ 

教育 

地域協

働 
研究 

社会貢献 

社 会 の 変 化 へ の 対 応 高等教育機関の役割 
人材育成 
知の拠点 

高校生等への発信 

実 施 体 制 

信州高等教育支援センタ― 
平成28年４月１日設置 

大学間連携 

高等教育の魅力向上 

高
等
教
育 

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
信
州 

信州産学官ひとづくり 
コンソーシアム 

連携 

連携 

高校生など学ぶ側の視点から 
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【大学】 【短期大学】

大学名 学部名 入学定員 短大名 学科名 入学定員

人 文 学 部 155 多文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 120

教 育 学 部 240 生 活 科 学 科 80

経 法 学 部 180 幼 児 教 育 学 科 40

理 学 部 205 （小　計） 240

医 学 部 263 240

工 学 部 485 商 学 科 100

農 学 部 170 経 営 情 報 学 科 100

繊 維 学 部 280 （小　計） 200

（小　計） 1,978 家 政 学 科 130

幼 児 教 育 学 科 80

看 護 学 科 60

社 会 福 祉 学 部 150 （小　計） 270

環境ツーリズム学部 75

企 業 情 報 学 部 75

（小　計） 300 総 合 文 化 学 科 60

2,358 幼 児 教 育 学 科 120

（小　計） 180

幼 児 保 育 学 科 100

工 学 部 200 介 護 福 祉 学 科 65

経 営 情 報 学 部 100 看 護 学 科 70

（小　計） 300 （小　計） 235

総 合 経 営 学 部 160 幼 児 教 育 科 100

人 間 健 康 学 部 160 国際ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ科 100

教 育 学 部 80 （小　計） 200

（小　計） 400 言語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 100

幼 児 教 育 学 科 100

（小　計） 200

1,410

1,070 計９短大 １９学科 1,650

計９大学 ２1学部 3,428

長野県内の大学・短大の設置状況（平成29年度）

信 州 大 学
長野県短期大学
（ 長 野 市 ）

（　松　本　市、
　　長　野　市、
　　上　田　市、
　　　南箕輪村　）

国公立短期大学計

松 本 大 学
松商短期大学部
（ 松 本 市 ）

飯田女子短期大学
（ 飯 田 市 ）

長野県看護大学
（ 駒 ヶ 根 市 ）

看 護 学 部 80

75

上田女子短期大学
（ 上 田 市 ）

松 本 歯 科 大 学
（ 塩 尻 市 ）

歯 学 部 120

松 本 短 期 大 学
（ 松 本 市 ）

国公立大学計

長 野 大 学
（ 上 田 市 ）

長野女子短期大学
（ 長 野 市 ）

生 活 科 学 科

諏訪東京理科大学
（ 茅 野 市 ）

清 泉 女 学 院
短 期 大 学
（ 長 野 市 ）

私立大学計

私立短期大学計

佐 久 大 学
信州短期大学部
（ 佐 久 市 ）

介 護 福 祉 学 科
看 護 学 部 90

50

長野保健医療大学
（ 長 野 市 ）

保 健 科 学 部 80

佐 久 大 学
（ 佐 久 市 ）

80

信州豊南短期大学
（ 辰 野 町 ）

松 本 大 学
（ 松 本 市 ）

清泉女学院大学
（ 長 野 市 ）

人 間 学 部
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【中信】 【北信】
学部等 入学定員 学部等 入学定員

人 文 学 部 155 教 育 学 部 240
経 法 学 部 180 工 学 部 485
理 学 部 205 私 清泉女学院大学 人 間 学 部 80
医 学 部 263 私 長野保健医療大学 保 健 科 学 部 80

私 松本 歯科 大学 歯 学 部 120 885
総 合 経 営 学 部 160 多文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 120
人 間 健 康 学 部 160 生 活 科 学 科 80
教 育 学 部 80 幼 児 教 育 学 科 40

1,323 私 長野女子短期大学 生 活 科 学 科 75
商 学 科 100 幼 児 教 育 科 100
経 営 情 報 学 科 100 国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ科 100
幼 児 保 育 学 科 100 515
介 護 福 祉 学 科 65 1,400
看 護 学 科 70

435
1,758 　凡例

　　大学
　　短期大学

【東信】
【南信】 学部等 入学定員

学部等 入学定員 国 信 州 大 学 繊 維 学 部 280
国 信 州 大 学 農 学 部 170 社 会 福 祉 学 部 150
県 看 護 大 学 看 護 学 部 80 環境ﾂｰﾘｽﾞﾑ学部 75

工 学 部 200 企 業 情 報 学 部 75
経 営 情 報 学 部 100 私 佐 久 大 学 看 護 学 部 90

550 670
家 政 学 科 130 総 合 文 化 学 科 60
幼 児 教 育 学 科 80 幼 児 教 育 学 科 120
看 護 学 科 60
言語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 100
幼 児 教 育 学 科 100 230

470 900
1,020

短大計
短大計

大学・短大計
大学・短大計

私
信 州 豊 南
短 期 大 学

私
佐 久 大 学
信州短期大学部

介 護 福 祉 学 科 50

大学計

私
飯 田 女 子
短 期 大 学

大学計

私 上田女子短期大学

短大計
大学・短大計

大学等の名称
大学等の名称

公 長 野 大 学

私
諏 訪 東 京
理 科 大 学

私
松 本 大 学
松商短期大学部

私
清 泉 女 学 院
短 期 大 学

私 松本 短期 大学
短大計

大学・短大計

大学計

県 長野県短期大学

大学計

私 松 本 大 学

大学等の名称 大学等の名称

国 信 州 大 学
国 信 州 大 学

○  地理的分布状況
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１　学生数及び入学者数
単位：人

H29 H28 増減 H29 H28 増減

私立大学 6 4,380 3,950 5,092 △ 1,142 90.2% 1,070 1,099 1,335 △ 236 102.7%

国公立大学 3 10,031 10,866 9,441 1,425 108.3% 2,358 2,522 2,161 361 107.0%

大学計 9 14,411 14,816 14,533 283 102.8% 3,428 3,621 3,496 125 105.6%

私立短大 8 3,000 2,494 2,537 △ 43 83.1% 1,410 1,199 1,157 42 85.0%

国公立短大 1 520 569 575 △ 6 109.4% 240 261 261 0 108.8%

短大計 9 3,520 3,063 3,112 △ 49 87.0% 1,650 1,460 1,418 42 88.5%

総    計 18 17,931 17,879 17,645 234 99.7% 5,078 5,081 4,914 167 100.1%

長野県内大学・短期大学の現況（H29年度）

入学者数充足率
（H29)

充足率
（H29)

学生数
校数 総定員

入学
定員

２　県内出身者志願・入学状況
単位：人

うち うち

県内 県内

私 立 大 学 3,869 3.6 2,167 56.0 ％ 59.2 ％ 1,099 698 63.5 ％ 73.1 ％

国 公 立 大 学 11,723 5.0 3,202 27.3 ％ 28.2 ％ 2,522 750 29.7 ％ 27.4 ％

大 学 計 15,592 4.5 5,369 34.4 ％ 36.5 ％ 3,621 1,448 40.0 ％ 44.9 ％

私 立 短 大 1,450 1.0 1,329 91.7 ％ 92.6 ％ 1,199 1,114 92.9 ％ 93.1 ％

国 公 立 短 大 706 2.9 582 82.4 ％ 77.5 ％ 261 233 89.3 ％ 83.9 ％

短 大 計 2,156 1.3 1,911 88.6 ％ 87.4 ％ 1,460 1,347 92.3 ％ 91.4 ％

総      計 17,748 3.5 7,280 41.0 ％ 44.1 ％ 5,081 2,795 55.0 ％ 58.3 ％

注１　「県内」は、県内高校出身者数。

注２　国公立短大は、県短期大学のみ。

総数総数
H29 H28

県内割合

H28

志   願   者   数 入学者数(H29.5.1)

県内割合志願
倍率 H29

3　卒業者の就職状況
単位：人

うち

就職 うち

希望者 就職者 うち

就職率 県内 卒業者 就職者

就職者

A B C C/B D D/A D/C

私 立 大 学 760 670 663 99.0% 519 68.3% 78.3%

国 公 立 大 学 2,379 1,483 1,433 96.6% 653 27.4% 45.6%

大 学 計 3,139 2,153 2,096 97.4% 1,172 37.3% 55.9%

私 立 短 大 1,168 1,084 1,074 99.1% 942 80.7% 87.7%

国 公 立 短 大 257 214 213 99.5% 190 73.9% 89.2%

短 大 計 1,425 1,298 1,287 99.2% 1,132 79.4% 88.0%

総      計 4,564 3,451 3,383 98.0% 2,304 50.5% 68.1%

県内就職割合

　H29.3卒業者数
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①大学改革を積極支援…魅力の向上で入学者増加へ… 
県内既存大学の改革・魅力向上を通じて入学者の増加を図るた
め、各大学の特性に応じて、設置主体が行う抜本的な取組を支援 
➣学部・学科の再編等による教育内容向上 
➣カリキュラムの充実 

◇学生の学力、創造力、課題解決力、実践力を高めるため
の本格的プログラムの実施 

◇長野県の産業や地域に対する学生の理解を深め、県内定
着を促進することにつながる講座の開設 等 

④産学官の協働による人材の育成 

…「信州産学官ひとづくりコンソーシアム」との連携… 
「信州産学官ひとづくりコンソーシアム」の事業運営事務局「ひとづくり交
流デスク」を併設し、人材の育成と定着を支援 
➣インターンシップの充実のための仕組みづくり 

学生がインターンシップを通じて実社会からの要請を体感し、今後の
学びへの動機付けを図るため、企業と学生とのマッチングの仕組みを
構築し、インターンシップを拡充 

➣海外インターンシップ等への支援 
学生のグローバル意識の醸成を図るため、海外インターンシップに参
加する学生を支援 

➣地域課題解決のためのコーディネート 
大学等の知を活用した地域課題の解決を図るため、地域の課題を集約
し、大学等と地域の協働を推進 

〔①～③〕 

高等教育機関の 

魅力と機能を 

高めるための 

取組を支援 

県内の学びの場の 

魅力向上 

○ 信 州 高 等 教 育 支 援 セ ン タ ー の 概概 要要  

②大学・学部等の新設で定員増加、受験生の選択肢拡大 
既存の県内大学にない学部等を設置し人材定着につながる次のよ
うな取組を行う大学・短大・専門学校を支援 
➣大都市圏から学生を呼べるような特色づくり(全国トップレ
ベルの教育・研究等） 

➣地域づくりへの貢献、地域への人口定着・交流人口の増加 
➣高い活用力、応用力を持った産業人材の養成 

⑤県外大学との 

交流の促進支援 

⑤県外大学との交流の促進支援 
県外大学との教育・研究の交流促進を支援 
➣県外大学との交流の促進 
・県内大学との単位互換の促進支援 
・教育・研究のフィールドワークの場の情報提供 

地域の振興・人材の定着 

③県内大学の魅力の発信 
「信州で学ぼう！発信事業」等により、長野県の大学で学ぶ魅力
を発信 
✽長野県で暮らす魅力と働く魅力を併せて発信するため、他部
局と連携し、施策横断的に取組 

④産学官協働に 

よる人材の育成 

 

[平成 28年４月設置] 

 

 

✤設置者 長野県 
✤場 所 県民文化部私学・高等教育課内 
✤職 員 センター長  ［私学・高等教育課長兼務］ 

職員・４名   [私学・高等教育課高等教育係員兼務] 
ひとづくり支援員・２名 

計    ７名 

信州高等教育支援センター 

ミミッッシショョンン  

高高等等教教育育充充実実ののたためめのの支支援援  

県県外外かからら人人材材がが集集ままるる魅魅力力ああるる学学びびのの場場のの誘誘致致  

学学生生のの県県内内就就職職促促進進ののたためめのの支支援援  
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